
先端融合工学専攻
専攻長

木口 量夫

平成２２年４月から大学院工学系研究科が改組され、

博士前期課程においては生体機能システム制御工学

専攻が廃止され、新たに先端融合工学専攻が設置さ

れました。「先端融合工学」とは、複数の基盤とな

る学問分野それぞれで培われた原理および方法論を

融合させ、新たな原理および方法論を体系的に構築

した先端的な工学です。先端融合工学専攻は、機械

工学、電気電子工学、医学を軸とした「医工学コー

ス」、および化学、応用化学、材料工学を軸とした

「機能材料工学コース」の二つのコースから成り、

体系的なカリキュラムに基づく教育研究を通して、

人間と環境に優しい社会の構築および社会や地域の

持続的発展に貢献できる知識と実践力を有する高度

な専門技術者等の育成を目標としています。

「医工学コース」は、これまでの生体機能システ

ム制御工学専攻において行ってきた教育研究を継

承・発展させ、これに医学の分野を融合させたコー

スであり、医療・福祉ロボット、医用材料、生体モ

デリング、生体シミュレーション、人工臓器、再生

医療、人間工学、バイオエンジニアリング等に関す

る教育研究を通して、工学的な見地から医学（特に

医療・健康・福祉）の発展を支える人材、また人間

工学をテーマとする様々な分野で活躍できる人材を

育成します。「機能材料工学コース」は、本工学系

研究科の機能物質化学専攻と循環物質工学専攻にお

いて優れた教育研究成果をあげていた「機能材料」

に関する分野を集約したコースであり、無機化学や

有機化学を基盤とする電子材料、固体材料、機能分

子材料の開発等の教育研究を通して、また産業技術

総合研究所九州センター等、他機関や地域企業との

連携による教育研究を通して、社会の発展に貢献で

きる高度な専門技術者等を育成します。

医工学コースの入学者は、主に機械や電気電子等、

工学系の学部教育を受けた学生を想定しており、基

礎教育科目においては、医工学を学ぶ上で必要とな

る医学、制御、信号処理の基礎知識を学んでいます。

専門科目においては、医工学コースの主眼である人

体運動学、福祉・リハビリテーションの科目を開講

し、また医療・健康・福祉分野に機械工学および電

気電子工学を応用する場合に必要となる、ロボティ

クス、材料、力学、トライボロジ、センシング、電

子機器、シミュレーション、システム制御、統計学、

画像処理等に関する科目を開講しています。

機能材料工学コースの入学者は、主に化学系の学

部教育を受けた学生を想定しているため、基礎教育

科目では無機化学や有機化学の科目を開講している

ほか、医工学の基礎知識を得るための科目を受講す

ることもできるようになっています。専門科目にお

いては、機能材料工学コースが主眼を置いている無

機電子材料、有機機能材料等の材料関連科目を開講

しています。

本専攻の学生が共通して学ぶ科目である「専攻共

通科目」として、本専攻の学生のために理系および

工系の幅広い分野をわかりやすく解説する融合科目

のほか、実践能力を身に付けるための「先端融合イ

ンターンシップ特論」、修士論文を作成する上で必

要となる情報収集、論文購読、プレゼンテーション

能力を身に付けるための「先端融合工学特別実習・

演習」等を開講しています。また、研究科の共通科

目として、「科学英語特論」、「科学技術倫理特論」

等の科目も開講しています。

本専攻で取得できる学位は、修士（学術）、修士

（理学）、または修士（工学）です。今年度は定員

３６名に対し３９名が入学し、第１期生として日々勉学

と研究に励んでいます。同窓生の皆様のご支援の程、

よろしくお願い申し上げます。
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佐賀大学大学院工学系研究科
福本 尚生

本荘ケミカル株式会社 企画開発部
佐野 聡

（循環物質工学専攻・Ｈ２０年修了）

アイデアを形にする、
そのプロセスこそが力に

私は、１９９３年４月にこの佐賀大学に入学しました。小さ
い頃は、漫画やアニメの○△□博士にあこがれ、将来は研
究者になりたいと漠然と思っていました。当時の電子工学
科に入学し、多くの恩師、同級生、先輩、後輩に囲まれ、
学生としての９年間を有意義に過ごした後、教員としての
８年間を加え、１７年もの間、佐賀大学との縁をいただいて
います。その中でも、８年間の教員生活はあっという間に
過ぎたように感じます。
研究現場におけるものづくりとは、アイデアの創生から、

それを形として実現するまでの苦しくも楽しいものである
と思います。これまで、だれも考えなかったことを捻り出
し（？）、そのアイデアを工学的に実現するまでのプロセ
スは、大きな壁にぶつかったり、挫折を繰り返したりと簡
単な道のりではありません。しかし、アイデアが形になっ
て現れた時の感動は言葉には表現できないものです。もち

ろん、自分一人だけの力で実現できることは少なく、工学
という分野ではチームプレイが大切であると思っています。
上司の先生方のアドバイスや協力はもちろん、研究テーマ
を通して多くの学生さん達との繋がりの中から、一つの成
果として実を結びます。まさに、英知の結集というべき成
果です。何ヶ月も苦労して実験や検討してきたことが一瞬
にして無駄になることもあり、学生さん達と一喜一憂する
時もありますが、その苦労や挫折、そしてそれを克服でき
た喜びが次への一歩につながります。これこそが、高校ま
での教育では体験できない、大学でできる生きた教育では
ないかと思っています。毎年、多くの同窓生達が社会に飛
び立って行きます。卒業や修了のたびに別れが惜しい気持
ちになりますが、大学生活の中で苦労して学んだことを胸
に、社会で活躍して欲しいといつも願っています。

「ものづくり」への
考え方の変化

本荘ケミカル株式会社は、
亜鉛やリチウムを中心とす
る無機材料、携帯電話など
に使われる二次電池の正極
材、医薬品中間体や電子材
料に用いられる有機材料な
ど私たちの暮らしの多岐に
登場する材料の製造を行う化学メーカーです。その中で、
私は入社以来、有機材料の開発に携わる研究室に所属して
います。有機材料部門は日本で初めて合成タウリンの生産
をはじめたほか、以前より臭素化合物や有機スズ化合物を

扱っておりました。１９９９年からは、
当時では珍しく－８０℃まで対応可
能な大規模プラントを備え、幅広
い温度範囲の反応が行えるのが特
色です。現在までにこの低温反応
を利用した受託合成の実績も積ん
でまいりました。
私は、佐賀大学在学中から有機化合物の合成に関して学

ぶ機会が多かったことから大学時代に身に着けた知識や経
験を直接いかせる職場に就職できました。その一方で、大
学時代からこれまで携わってきた専門範囲にほとんど違い
がないにもかかわらず、私の「ものづくり」という考え方
は就職後大きく変わりました。大学時代は極端な言い方を
すると手段を問わず目的のものを作れればよいという考え
方でしたが、企業に入ってからは、コスト、品質、用いる
薬品の安全性や環境へ負荷などを考慮した上で「ものづく
り」に向き合わなければ成り立たないことがわかりました。
今後もこれらのことを念頭において頑張っていきたいと思
います。

この特集は、理工学部出身の同窓生（数物情報系、化学系、電気電子系、建設系の学科・

大学院グループからそれぞれ１名ずつ）に執筆をお願いいたしました。綴られる各分野で

の「ものづくり」やその思いを通し、みなさんの活動への刺激や新たな交流の機会となれ

ば幸いです。
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SBI ネットシステムズ株式会社
平島 善彦

（情報科学科 現知能情報システム学科・Ｈ９年卒）

株式会社 構造計画研究所
井� 一瑛

（工学系研究科 都市工学専攻・Ｈ２２年修了）

企業の情報セキュリティへの
取り組み

私の勤めているSBI ネットシステムズ株式会社は主に

SBI グループ向けの情報セキュリティサービス全般、そ

の他受託開発をしている会社です。

現在の会社に入社して７年ほど経ち、社内向けの情報シ

ステム管理業務を担当しています。

社内ネットワーク、ならびに社内システムサーバの運

用・管理が主な業務となります。

最近ではイン

ターネットの普

及とともに「情

報 セ キ ュ リ

ティ」に対する

意識が高まり、

当社においても、

お客様情報の保護を目的に「プライバシーマーク（Ｐマー

ク）」制度の認証を取得しました。

それと共に、社内システムにおいても、より堅牢なシス

テムの検討および導入を進めて来ました。社外から社内シ

ステムへのアクセス、子会社との接続にはVPNを導入し、

社外への情報流出を防いでいます。

大学の卒業研究ではシミュレーションによるネットワー

クプロトコルの研究をしました。既存のルーティングプロ

トコルには無い新しい手法を検討して、最適なルーティン

グプロトコルを提案しました。

この考えは社会人になってからも役に立っており、既存

のソリューションにとらわれず新しい解決方法を模索し、

より低コストで堅牢なシステムを構築する要素となってい

ます。

情報システムの技術は日々進歩しており、毎日の情報収

集は欠かすことの出来ない日課となっています。

今後は携帯機器がスマートフォンへと移行していくなか

で、携帯端末からの社内システムの利用がより求められて

いくと考えています。

このような技術進歩に対して「情報セキュリティ」を常

に意識をして、日々の業務に取り組んでいきたいと考えて

います。

ものづくりのスタイル

私は今年、大学院を修了し、４月から晴れて社会人となり

ました。

構造計画研究所という技術コンサルタントの会社で働い

ています。現在、ハウスメーカーの構造計算等のシステム

開発を行う部署に配属され、７月には計算結果を記す帳票

を作るシステム開発の仕事を任せていただいています。

上司から、「君にこの仕事を任せたい。初めは大変だろ

うけど、頑張ってくれ。」と言っていただいたときは、自

分も頼ってもらえている実感が湧き、とても嬉しかったで

す。私の適正などをしっかりと見てくださった上で、仕事

を任せてくださったことを感じる場面もあり、そんな真摯

な対応に、私も出来得る限りの成果で応えたいと思いまし

た。

仕事を任された当初は、「最後までやり遂げることがで

きるのか」という不安と、責任というプレッシャーを感じ

ていましたが、期待に応えたいという一心で、前向きに仕

事に取り組むことができました。

最近では、取引先の方（Ａさん）とも直にお会いして、

打ち合わせを行う機会がありました。Ａさんはとても気さ

くな方で、私が作るシステムを実際にどのようにして使用

するかなどいろいろとお話ししてくださいました。このこ

とで、システムの使用される場面がより鮮明にイメージで

きるようになり、さらには、Ａさんの想いにも接すること

ができたため、この仕事に対するモチベーションを高く保

てています。

誰かの信頼や想いを強く感じたとき、それに是が非でも

応えたいと思うことが、私の物事に対する行動のエネル

ギーとなっています。そして、それが私のものづくりのス

タイルになっていくのではないかと思います。

今後、ただ目の前にある仕事をこなすことだけに囚われ

るのではなく、つながりのある方々に喜んでもらえること

を常に目標に置き、ものづくりをできるようにしたいと考

えています。
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平成２２年４月７日�理工学部学生表彰式が
行なわれた。
学生表彰は、２年次及び３年次の学生で成

績が優秀であると認められた学生に対し、各
学科から２名合わせて１４名が表彰され、同窓
会（菱実会）からは、図書券が贈られた。

Ｈ２１．１０．１４ キャリアデザイン講座／
講師 家村 薫氏（Ｈ１６卒・機能物質）

Ｈ２１．１０．２１ キャリアデザイン講座／
講師 平田 裕一氏（Ｈ２０卒・都市工学）

Ｈ２１．１２．２ 理工学部就職懇談会への支援
機能物質化学科

講師 七田 裕章氏（Ｈ１卒）
〃 田中千奈津氏（Ｈ１８卒）

Ｈ２２．１．１３ 電気電子工学科
講師 花田 正史氏（Ｈ１９卒）
〃 沖津 隆志氏（Ｈ１４卒）

Ｈ２２．１．１９ 理工学部同窓会会報「菱の実」No．１１号
発行

Ｈ２２．１．２１ 理工学部就職懇談会への支援
物理科学科 講師 柳 勝幸氏（Ｈ７卒）
数理科学科 講師 中里 勇大氏（Ｈ１９卒）

Ｈ２２．１．２２ 機械システム学科
講師 楢田 智之氏（Ｓ６２卒・生機）
〃 山口 善弘氏（Ｈ１卒・生機）

Ｈ２２．１．２８ 数理科学科 講師 山崎 雄平氏（Ｈ１４卒）
Ｈ２２．３．１７ 理工学部同窓会「役員会」
Ｈ２２．４．７ 理工学部学生表彰 同窓会より会長賞贈

呈
Ｈ２２．４．２７ 理工学部同窓会会計監査
Ｈ２２．５．１９ 理工学部同窓会「役員会」
Ｈ２２．８．３ 理工学部同窓会会報「菱の実」No．１２号

編集会議
Ｈ２２．８．２４ 理工学部同窓会「総会打ち合わせ」
Ｈ２２．９．４ 理工学部同窓会第１２回総会・懇親会／佐

賀大学「菱の実会館」

事務局では会員皆様方からのご寄稿をお願いしています。理工学部に関する昔の思い出や、現在の会社のＰＲ
などございましたら、お名前、卒業年次、在籍学科、現在の会社名などを添えて、事務局宛に連絡下さい。皆様
方からのご寄稿を心よりお待ちしています。

菱 実 会 の 動 き
Ｈ２１
１０月

▲ Ｈ２２
９月

平成２２年度 １．会報発行
２．会員の拡大
３．同窓会名簿の管理
４．同窓会支部活動
５．就職援助活動
６．各種情報の提供
７．佐賀大学及び他学部
同窓会との連携

８．同窓生の表彰
９．単位提供講座の実施
１０．その他の事業

事業計画

学 科 ２年（０８） ３年（０７）

数理科学科 樫 下 陽 一 吉 原 和 也

物理科学科 山 下 義 隆 橋 本 崇 史

知能情報システム科学 福 田 昂 洋 田久保 洋一郎

機能物質化学科 森 山 晴 菜 酒 井 麻理子

機械システム工学科 小 島 悠 平 末 長 裕 輝

電気電子工学科 岡 田 望 邦 渕 上 浩 輔

都市工学科 原 田 良 平 生 駒 有 紀

平成２２年度

第１２回 菱実会総会の報告
平成２２年９月４日�佐賀大学「菱の実会館」にて、総

会を開催した。平成２１年度事業及び決算報告並びに平成
２２年度事業計画と予算が報告された。

報告事項
� 宮本尚美氏（佐賀大学大学院修士課程１年）は、都

市工学科建築・都市コース４年の時の歴史的町並み
保存における避難経路の確保に関する研究論文に対
して２０１０年日本建築学会の優秀卒業論文賞を受賞さ
れました。

� 平倉浩治氏（Ｓ４５卒・物理）は、国際画像学会 IS&

T（米国バージニア州スプリングフィールド）から
プリンター技術に際立った業績のあった科学者、技
術者に送られる２０１０年グーテンベルグ賞を受賞され
ました。菱実会では、この両氏にその業績をたたえ
るため、菱実会賞として記念品を贈ることを決めた。

事務局より
・会報「菱の実」１２号からカラー版としました。題字は副会長の椿忠彦氏（５３・物理）の自筆です。
・同窓生表彰は平成２２年度の総会で平倉浩治氏（Ｓ４５卒・物理）、宮本尚美氏（佐大大学院修士課程１年）の２名を表
彰することに決まりました。自薦他薦は問いませんので、色々な分野で表彰等された場合は、同総会事務局までご一
報ください。

第６回

佐佐
賀賀
大大
学学
理理
工工
学学
部部

学学
生生
表表
彰彰
式式

（平成２１年度 学生表彰）

（敬称略）

4


